


































Wasting)と呼ばれる山崩れ ・崖崩れ ・ 地すべりな
どの占める割合が大きい。
調査地域としたインドネシア， パプアニ ュー ギニ
ア， フィジー，ニ ュー ジー ランドはインドー オース









ユー ラシアプレー ト(Eu rasia Plate) の下にイン
ドー オーストラリアプレー トが沈み込んでいく位置
にあるインドネシアは，その島弧上に多くの火山が


























―^ ^- subduction zone 
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図l インドー オー ストラリアプレ ー トとその周辺のプレ ー ト
0 20km 



















4. パ プアニュー ギニアの岩屑なだれ
オーストラリアのマッコウリー (Macquarie) 大
学のブロング (Russel Blong) 教授の案内で彼が調
査地域としているパプアニュー ギニアの岩屑なだれ
の調査をおこなった。場所はパプアニュー ギニアの























































に潜り込みトンガトレンチ (Tonga Trench) を形
成しているが，その延長は北島までであり，このた
め北島では火山活動が活発である。それ以南はトラ
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8 ■ ま とめ
インドネシア，パプアニュー ギニア， フィジー ，
ニュー ジー ランド，オーストラリア各国の岩屑なだ
れを中心に崩壊や地すべり現象を概観してきた。イ












































2月 2 日に1 4 4c mの最高積雪深を観測，3月3 1日
に消雪した。しかし， 4月 になっても寒い日が続き，






算新積雪深は平年値 70 1c mより23cm多い72 4cmであ
った。
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